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新潟県中越沖地震を踏まえた島根原子力発電所における 

自衛消防体制の強化等に係る改善計画の取組み状況について

  当社は，経済産業大臣からの指示「平成19年新潟県中越沖地震を踏まえた対

応について（指示）」（7月20日）に基づき，自衛消防体制の強化ならびに迅速か

つ厳格な事故報告体制の構築についての改善計画を経済産業大臣および島根

県，松江市に提出しました。（7月26日 お知らせ済） 

 

  現在，改善計画に基づき，検討・改善を実施しておりますが，その取組み状況

（平成19年9月末現在）についてお知らせいたします。 

 

主な検討・実施状況 

 

  今後，この改善計画を確実に実施するとともに，新潟県中越沖地震を踏まえた

必要な対応については，適切に実施してまいります。 

 

【自衛消防体制の強化】

  ・自衛消防隊（5名）当番制の運用開始（8月20日）

  ・大型ABC消火器（12台）の設置，泡消火器具（1台）の設置（9月20日）

  ・化学消防車等の仕様・台数検討完了

  ・自衛消防隊員の教育カリキュラム策定中，松江市消防本部と協議中

  ・松江市消防本部と発電所中央制御室間の専用回線運用開始（9月26日）

【迅速かつ厳格な事故報告体制の構築】

  ・夜間・休祭日における放射線管理員を2名確保する運用開始（8月18日）

  ・災害時優先電話回線（2回線）の設置（9月14日）

 

・管理区域内外における漏えい水発見時の対応について，より具体的な取り

扱いを定め， 

  暫定運用開始（9月21日）
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平成１９年９月末現在 
 項  目 報 告 内 容 検討・改善状況 実施時期 

火災発生時に迅速に十分な人員を確保する

ことができる体制を早急に整えること。 

【暫定】自衛消防隊（５名）当番制の運用開始。（８月２０日） 

【恒久】自衛消防隊要員数の見直し完了。（３４名を４８名に増強） 

    消防車配備，常駐体制導入後の体制については再度見直し，１１月か

ら運用開始予定。 

 ～１０月末 

原子力発電所における油火災等に備え，化学

消防車の配置等の措置を講ずること。 

【暫定】大型ＡＢＣ消火器（１２台），泡消火器具（１セット）の配備済。 

（９月２０日）

【恒久】化学消防車等の数量・仕様の検討完了。 

～２０年３月末 

消防に対する専用通信回線を確保すること。 【恒久】中央制御室等に災害優先回線（２回線）を設置。（９月１４日） 

【恒久】消防本部と発電所中央制御室間の専用回線運用開始。（９月２６日）

【恒久】衛星電話の設置準備中。 

【恒久】上記３種類の通信回線についての災害時の電源確保方法を検討中。 

～１１月末 

自衛消防体制の強化 

 

消防機関での実地訓練を含め，消防との連携

の下で，担当職員の訓練を強化すること。 

・消防訓練の実施（7/20,8/3,8/8,8/20,8/23,8/31,9/20,9/28） 

【恒久】自衛消防隊員の教育カリキュラムの策定中，消防本部と協議中。 

～１０月末 

地震等の災害発生時であっても，放射性物質

の漏えいなどの事実関係を確認するために

必要となる人員を確保することができる体

制を早急に整えること。 

【暫定】夜間・休祭日における放射線管理員（漏洩水の分析員）を２名 

確保する運用開始。（８月１８日） 

【恒久】常駐の具体的体制については，現在検討中。 

～２０年２月末 

地震等の災害発生時であっても確実に機能

する通信手段を，原子力発電所内及び原子力

発電所と事業者の災害対策本部との間に確

保すること。 

【恒久】中央制御室等に災害優先回線（２回線）を設置。（９月１４日） 

【恒久】衛星電話の設置準備中。 

【恒久】上記２種類の通信回線についての災害時の電源確保方法を検討中。 

～１２月末 

迅速かつ厳格な事故

報告体制の構築 

 

万一，放射性物質の漏えいなどがあった場合

には，その可能性に接した時点で，直ちに，

国及び地方自治体への報告を行なうこと。 

・管理区域内外における漏えい水発見時の対応について，より具体的な取り扱

いを定め，暫定運用開始（9月 21 日） 

 

～ ９月末 
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